
発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　山本　浩二

電　話（03）3581−3678
ＦＡＸ（03）3507−0886
振替口座　00140-2-68514

(　1　)

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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に
損
害
賠
償
の
訴
訟
を
提
起

し
た
。
全
国
税
か
ら
は
組
合

員
を
代
表
し
て
４
名
が
原
告

と
な
っ
た
。
裁
判
官
に
政
権

に
迎
合
せ
ず
、
公
正
な
判
断

を
求
め
た
い
▼
民
主
党
を
支

持
す
る
連
合
は
「
自
律
的
労

使
関
係
」
を
確
立
す
る
と

い
っ
て
、
組
合
員
を
無
視
し

現
場
の
賃
下
げ
に
早
々
に
合

意
し
た
。
こ
の
間
の
経
過
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
▼
マ

ス
コ
ミ
も
「
身
を
切
れ
」
と

世
論
を
あ
お
り
、
賃
下
げ
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

い
え
る
。
一
般
の
公
務
員
も

政
府
の
「
身
」
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
ほ
ど
大
切
に
さ
れ
た
覚

え
は
全
く
な
い
▼
民
主
党
の

公
務
員
給
与
２
割
削
減
の
公

約
か
ら
す
れ
ば
２
年
後
に
元

に
戻
る
保
証
は
全
く
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
運
動
で
跳
ね
返

し
て
い
く
ほ
か
は
な
い
。

公
務
員
賃
金

引
下
げ
に
対

し
、
５
月　
25

日
国
公
労

連
、
全
国
税

は
東
京
地
裁

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉角
の
活
用
を
図
る

…
…
。

（　

分
で
初
段
）
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5
月　

日
18

  
長
官
団
交

違違
憲憲
賃
下
げ
を
提
訴

　
　
  　

名
の
国
公
労
働
者
が
原
告

461

協
議
会　

職
場
に
混
乱
を
も

た
ら
し
、
職
員
に
過
重
な
負

担
を
か
け
た
こ
と
に
つ
い

て
、
長
官
は
謝
罪
せ
よ
。

長
官　

現
在
４
カ
月
経
っ
た

今
で
も
障
害
が
残
っ
て
い
る

の
は
遺
憾
だ
。
障
害
５
０
０

件
中
３
５
０
件
は
修
正
、
レ

ス
ポ
ン
ス
も
向
上
し
た
が
更

な
る
改
善
を
要
し
、
今
後
に

つ
い
て
は
６
月
中
旬
ま
で
に

示
し
た
い
。
シ
ス
テ
ム
開
発

の
専
門
的
見
地
を
踏
ま
え
て

導
入
し
た
も
の
の
障
害
が
続

き
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。

「
徴
収
部
長
談
話
」と
同
様
の

考
え
だ
。

協
議
会　

徴
収
部
長
談
話
は

２
点
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

一
つ
は
、「
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ

ム
等
を
並
行
し
て
使
用
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
ご
不
便
」

に
は「
申
し
訳
な
い
」。
も
う

一
つ
は
、「
現
在
に
お
い
て

も
障
害
等
が
残
っ
て
い
る
こ

　

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
５
月　

日
、
今
年
度
４
回
目
と
な
る

18

長
官
団
交
を
行
い
ま
し
た
。
団
交
で
は
、
新
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
職
員
に

「
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
」
こ
と
に
つ
い
て
、「
申
し
訳
な
い
」
と
長
官
が
表
明
。
管

理
運
営
部
門
の
定
員
に
つ
い
て
は
、
専
科
採
用
者
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
指
導
・

育
成
部
分
の
定
員
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
と
し
ま
し
た
。　

長
官  
ご
不
便
お
か
け
し
申
し
訳
な
い

　

5
月　

日
、
全
労
連
・
国
公
労
連
な
ど
に
よ
る
〝　

25

12

夏
季
闘
争
勝
利
5
・　

中
央
行
動
〟
が
主
催
さ
れ
ま
し

25

た
。
公
務
員
賃
金
引
き
下
げ
に
対
す
る
「
違
憲
訴
訟
」

の
提
訴
行
動
も
行
わ
れ
、
宮
垣
国
公
労
連
委
員
長
を
先

頭
に
全
国
税
組
合
員
4
名
の
う
ち
3
名
の
原
告
団
員
も

参
加
し
、
東
京
地
裁
に
提
訴
を
し
ま
し
た
。

　

中
央
行
動
に
は
、
東
海
地

連
、
近
畿
地
連
が
上
京
団
を

組
織
し
て
原
告
と
と
も
に
参

加
し
、
東
海
地
連
愛
知
支
部

は
、
上
京
団
カ
ン
パ
に
職
場

の
仲
間
が
応
え
7
万
円
を
超

す
支
持
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

東
京
地
裁
前
は
、
提
訴
を

見
守
る
国
公
労
働
者
で
埋
ま

り
、
原
告
団
を
拍
手
で
送
り

出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

務
省
前
に
移
動
し
、
野
田
総

理
宛
抗
議
ハ
ガ
キ
を
提
出
、

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
集

会
、
国
会
請
願
デ
モ
、
議
員

要
請
と
終
日
行
動
で
し
た
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

と
」
を
「
誠
に
遺
憾
」。
同

様
の
考
え
だ
、
と
い
う
こ
と

で
い
い
な
。

長
官　

同
じ
考
え
だ
。

協
議
会　

シ
ス
テ
ム
開
発
の

職
員
に
も
、
何
ら
か
の
発
信

を
せ
よ
。　

一
度
シ
ス
テ
ム

を
と
め
て
、
エ
ラ
ー
を
洗
い

出
す
こ
と
が
必
要
だ
。

総
務
課
長　

シ
ス
テ
ム
を
止

め
て
開
発
し
直
す
の
は
、
予

算
面
と
、
そ
の
後
に
シ
ス
テ

ム
に
戻
す
こ
と
か
ら
、
現
実

と
し
て
難
し
い
。

協
議
会　
「
段
階
的
運
用
」と

は
何
か
。

総
務
課
長　

東
京
・
大
阪
２

局
は
レ
ス
ポ
ン
ス
の
問
題
か

ら
段
階
的
に
運
用
制
限
を
解

除
し
て
い
く
。

協
議
会　

そ
れ
以
外
の
局
で

は
新
徴
収
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
お
り
、
人
体
実
験
だ
。
最

終
的
に
ど
う
し
て
こ
う
な
っ

た
か
を
職
員
に
説
明
せ
よ
。

長
官　

き
ち
ん
と
検
証
し

て
、
ど
ん
な
形
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
が
説
明
し
た
い
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

協
議
会　

来
事
務
年
度
の
管

理
運
営
部
門
の
定
員
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
減
員
し
な
い

と
明
言
せ
よ
。

長
官　

基
本
的
に
は
現
在
の

体
制
を
維
持
し
た
い
。

O
J
T
分
の
人
員
減
ら
す

管
運
の
定
員
減
ら
す
な

協
議
会　

定
員
減
は
行
わ
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長　

専
科
生
の
採
用

が
減
少
し
て
お
り
、
専
科
生

の
指
導
・
育
成
の
事
務
量
も

減
少
し
、
そ
の
分
の
定
員
は

減
る
こ
と
に
な
る
。

協
議
会　
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
す
る

余
裕
が
な
い
」
と
い
う
実
態

が
あ
る
な
か
で
、
事
務
負
担

が
上
乗
せ
に
な
る
。

総
務
課
長　

安
定
的
な
事
務

運
営
、
効
率
化
が
で
き
る
か

検
証
す
る
が
、
指
導
・
育
成

部
分
は
定
員
を
減
ら
す
。

協
議
会　

時
間
内
に
指
導
が

で
き
な
い
か
ら
、
早
朝
に

や
っ
て
い
る
署
も
あ
る
。

総
務
課
長　

指
導
・
育
成
は

き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
。

協
議
会　
「
オ
ー
バ
ー
す
る

事
務
量
は
変
わ
ら
な
い
」
と

い
う
も
の
に
等
し
く
、
現
場

は
納
得
で
き
な
い
。

長
官　

効
率
化
で
定
員
を
減

ら
す
わ
け
で
は
な
い
。

協
議
会　

①
特
例
法
に
よ
る

賃
下
げ
に
「
遺
憾
」
を
表
明

せ
よ
、
②
退
職
金
削
減
、
定

年
延
長
の
見
送
り
、
新
規
採

用
削
減
、
宿
舎
削
減
計
画
に

反
対
を
表
明
せ
よ
。

長
官　

①
成
立
し
て
お
り
、

意
見
を
い
う
立
場
に
な
い
。

②
退
職
金
は
全
体
の
問
題
で

意
見
を
言
う
の
は
難
し
い
。

採
用
、
宿
舎
削
減
は
適
切
に

対
応
し
、
必
要
に
応
じ
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

協
議
会　

宿
舎
の
入
居
者
を

追
い
出
さ
な
い
こ
と
。

厚
生
管
理
官　

入
居
者
が
５

類
型
非
該
当
で
あ
っ
て
も
、

直
ち
に
退
去
を
求
め
る
こ
と

は
な
い
。
廃
止
予
定
の
宿
舎

等
は
１
年
を
超
え
る
期
間
で

退
去
を
し
て
も
ら
う
。

協
議
会　

削
減
計
画
の
中
で

庁
と
し
て
で
き
る
努
力
に

「
内
示
日
の
拡
大
」が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

人
事
課
長　

今
後
、
赴
任
期

間
の
拡
大
の
検
討
等
で
負
担

軽
減
し
た
い
が
、
内
示
日
繰

上
げ
は
、
事
務
量
増
大
、
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
身
上
把
握
を
行

う
こ
と
か
ら
難
し
い
。

協
議
会　

非
常
勤
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
大
変
な
仕
事
の
割

に
賃
金
も
社
会
保
障
も
低
水

準
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

長
官　

法
令
・
規
則
・
指
針

に
沿
っ
て
適
切
に
処
理
し
て

い
る
。
年
金
・
雇
用
保
険
の

取
扱
い
が
間
違
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

5月25日

ま
と
も
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
出
直
せ

 厚生管理官

「直ちに退去」求めない

賃金・宿舎、非常勤課題

新徴収システム

参
加
者
の
拍
手
の
中
、
東
京
地
裁
に
提
訴
す
る
原
告
団

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃

長官団交に臨む全国税・全税支部代表団

「職員の皆さんにはご不便をおかけしている」と川北長官
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協
議
会　

引
き
続
き
「
国

税
庁
を
挙
げ
た
震
災
復
興

対
応
」
に
当
た
る
こ
と
。

「
派
遣
さ
れ
た
職
員
を
含

む
被
災
地
で
勤
務
す
る
す

べ
て
の
職
員
」
の
労
働
条

件
を
改
善
せ
よ
。
復
興
特

例
法
に
係
る
内
部
事
務
を

「
被
災
局
任
せ
」
に
す
る

な
。
と
り
わ
け
、
被
災
地

で
の
調
査
・
滞
納
整
理
事

務
は
行
わ
な
い
こ
と
。

長
官　

内
部
事
務
や
支
援

金
の
職
権
更
正
な
ど
は
、

電
話
セ
ン
タ
ー
の
他
局
応

援
を
含
め
、
集
中
処
理
が

で
き
る
よ
う
準
備
し
た
。

　

調
査
・
滞
納
整
理
事
務

は
、
被
災
地
・
被
災
者
の
状

況
に
配
意
し
な
が
ら
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

 東日本大震災への対応

被災局任せにするな
退職までに誰でも6級を
組合差別・沖縄格差の是正を

協
議
会　

確
申
期
の
検
証
結

果
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

長
官　

震
災
対
応
で
の
全
国

の
応
援
も
あ
り
、
全
体
と
し

て
順
調
に
終
了
し
た
。
相
談

事
務
の
効
率
化
、
管
運
の
事

務
計
画
の
早
期
策
定
な
ど

で
、
超
勤
が
縮
減
し
た
。

総
務
課
長　

仙
台
局
は
前
年

と
比
較
で
き
な
い
が
、
全
国

ベ
ー
ス
の
超
勤
は
、
全
事
務

系
統
で
減
っ
て
い
る
。

協
議
会　

①
「
１
日
立
ち
っ

ぱ
な
し
、
交
代
な
し
」
相
談
、

②
定
時
退
庁
日
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
フ
ラ
イ
デ
ー
で
の
超

勤
、
③
８
時
半
の
相
談
開

始
、
が
あ
っ
た
。
長
官
回
答

に
反
し
て
い
る
。

長
官　

全
体
と
し
て
、
回
答

と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
起

き
て
い
な
い
。
個
別
に
つ
い

て
は
、
来
年
に
向
け
て
改
善

す
る
。
署
外
会
場
で
は
原

則
、
交
替
や
休
憩
場
所
の
確

保
を
指
示
し
て
き
た
。

協
議
会　

署
外
会
場
で
は
半

日
交
替
に
な
っ
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

で
き
れ
ば
半
日

交
替
が
望
ま
し
い
が
、
ル
ー

ル
と
し
て
決
め
て
い
な
い
。

全
国
５
２
４
署
で
、
た
ま
に

は
個
別
事
情
で　

時
に
終
わ

17

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

協
議
会　

署
外
会
場
で
は　
16

時
に
受
付
終
了
、　

時
に
相

17

談
終
了
し
よ
う
と
し
て
い
る

署
も
あ
る
。
署
内
会
場
で
も

同
様
の
広
報
を
せ
よ
。

総
務
課
長　

一
律
に
受
付
を

　

時
ま
で
に
で
き
な
い
。

16協
議
会　

あ
る
署
は
、「
相

談
は　

時
に
終
了
」
旨
の
チ

17

ラ
シ
を
３
年
間
配
り　

時
以

16

降
の
来
署
者
を
減
ら
し
て
き

た
。
庁
も
方
法
を
考
え
よ
。

長
官　

納
税
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
な
が
ら
定
時
退
庁
を
守

ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

協
議
会　

職
員
は
自
分
の
体

を
い
じ
め
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
る
。
せ
め
て
水
金
は
早

く
帰
れ
る
保
障
が
ほ
し
い
。

長
官　

大
き
な
方
針
と
し
て

の
超
勤
縮
減
は
あ
る
が
、
一

律
に
は
で
き
な
い
。
各
署
で

考
え
て
ほ
し
い
。

協
議
会　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

混
雑
状
況
を
広
報
し
、　

時
16

以
降
の
来
署
者
を
増
や
し
た

の
は
当
局
だ
。

総
務
課
長　

良
し
悪
し
は
議

論
し
た
い
。

協
議
会　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
状

況
を
示
せ
。

長
官　

自
宅
か
ら
は
約　

万
24

件
増（
前
年
対
比
７
％
増
）。

一
方
、
来
署
型
は
約　

万
件

11

減
（
同
2
・
5
％
減
）。
全
体

と
し
て
約　

万
件
増（
同
1
・

12

6
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

協
議
会　

来
署
型
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
３
週
間
還
付
は
や
め
よ
。

長
官　

自
宅
と
来
署
を
区
分

し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に

は
、
自
宅
と
来
署
で
区
分
す

る
シ
ス
テ
ム
修
正
を
し
な
い

と
い
け
な
い
。　

年
分
で
測

24

定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

少
な
く
と
も　

年
分
は
今
の

24

や
り
方
し
か
で
き
な
い
。

評
価
官
室
の
調
査
で
は
、
７

割
の
統
括
官
が
多
忙
で
余
裕

が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

そ
の
上
、
調
査
を　

日
も
や

60

れ
と
言
わ
れ
る
。
統
括
官
の

調
査
を
な
く
せ
。

長
官　

通
則
法
の
改
正
を
含

め
、
税
務
行
政
に
対
す
る
要

望
が
あ
り
、
統
括
官
を
含
め

仕
事
が
増
え
て
い
る
。
リ

ハ
ー
サ
ル
結
果
を
検
証
し
た

上
で
、
計
画
に
織
り
込
む
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

協
議
会　

通
則
法
改
正
の
職

場
の
捉
え
方
は
、「
好
意
的
」

と
「
大
変
だ
」
の
２
通
り
に

大
分
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
大
変
じ
ゃ
な
い
よ

う
に
事
務
量
を
見
込
む
こ
と

が
必
要
だ
。

協
議
会　

そ
れ
が
検
証
結
果

か
。

総
務
課
長　

絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
、
変

え
て
も
良
い
部
分
を
幅
広
く

検
討
し
て
い
る
。
今
事
務
年

度
中
に
結
論
を
出
し
た
い
。

協
議
会　

紛
失
の
原
因
が
検

証
さ
れ
て
い
な
い
。
事
務
手

順
の
変
更
も
人
員
配
置
を
し

な
い
の
も
当
局
だ
。

協
議
会　

統
括
官
等
の
業
務

を
大
幅
に
軽
減
し
、
人
材
育

成
が
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。

長
官　

法
律
・
法
令
に
基
づ

き
職
務
遂
行
す
る
要
が
統
括

官
だ
。
上
席
の
活
用
や
報
告

事
務
の
削
減
等
を
検
討
し
て

い
る
。

協
議
会　

東
京
局
へ
の
監
督

協
議
会　

マ
ス
キ
ン
グ
・
イ

ニ
シ
ャ
ル
化
は
や
め
よ
。
紛

失
の
原
因
究
明
結
果
が
不
明

な
ま
ま
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

あ
り
、
現
場
は
不
信
感
を
抱

い
て
い
る
。

長
官　
　

マ
ス
キ
ン
グ
や
持

出
し
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
だ
け
重
要
な
課

題
だ
。
マ
ス
キ
ン
グ
等
は
有

効
な
施
策
で
あ
り
、
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

 
マ
ス
キ
ン
グ
や
め
よ

　
　
　
        
通
則
法
改
正
で 
調
査
件
数
を
検
証

　

時
相
談
終
了
守
れ

17
　
　
　
　
　
  
来
署
型
3
週
間
還
付 　

年
分
で
測
定

24

事
は
行
っ
て
い
な
い
。
沖
縄

の
人
事
も
同
様
だ
。

協
議
会　

沖
縄
復
帰　

周
40

年
。
復
帰
と
同
時
に
分
裂
攻

撃
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
全
税

支
部
組
合
員
に
は
８
年
間
ポ

ス
ト
発
令
が
な
い
。
宮
城
委

員
長
、
後
間
書
記
長
、
松
田

執
行
委
員
よ
り　

年
も
若
い

10

統
括
官
が
出
て
い
る
。
嶺
井

執
行
委
員
に
は
５
級
の
発
令

も
な
い
。
復
帰　

年
の
折
、

40

長
官
は
英
断
せ
よ
。

長
官　

組
合
加
入
如
何
で
人

事
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
全
税

支
部
も
同
じ
考
え
だ
。
個
別

の
人
事
に
は
答
え
ら
れ
な

い
。

協
議
会　

そ
の
回
答
は
建
前

だ
。
差
別
を
解
消
す
る
こ
と

で
職
場
か
ら
拍
手
が
起
き

る
。

 
沖
縄
復
帰　

周
年

40

　
　
　
     

長
官
の
英
断
を

け
て
い
る
が
厳
し
い
。

協
議
会　

単
身
赴
任
や
遠
距

離
通
勤
、
遠
隔
地
配
転
、
家

族
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
配
転

は
し
な
い
こ
と
。

長
官　

公
務
の
要
請
も
あ

り
、
全
員
が
希
望
ど
お
り
に

い
か
な
い
場
合
が
あ
る
。

協
議
会　

全
国
税
・
全
税
支

部
組
合
員
へ
の
人
事
差
別
を

根
絶
せ
よ
。
証
と
し
て
６
級

ポ
ス
ト
へ
の
発
令
を
増
や

せ
。
沖
縄
格
差
は
解
消
せ

よ
。

長
官　

組
合
所
属
如
何
で
人

協
議
会　

定
期
異
動
で
①

「
退
職
ま
で
に
６
級
」
の
実

現
、
②
４
・
５
級
の
昇
格
水

準
の
回
復
、
を
行
え
。

長
官　

昇
格
は
定
数
の
中
、

適
切
・
公
平
に
行
う
。

協
議
会　

上
席
の
業
務
は
複

雑
・
困
難
化
し
て
い
る
。
６

級
格
付
け
せ
よ
。

長
官　

査
定
当
局
に
働
き
か

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
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叡
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沖縄全税支部・垣花協議会副代表

確申期課題を追及する山口副委員長

「議論したい」と刀禰総務課長

法人調査件数の削減を求める藤平副委員長

「従来の事務に戻すことは、イコール被災者が元の
生活に戻ることだ」曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡


